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きっかけ

光について勉強しているときに、

ピンホールカメラというものがあることを知った。

ピンホールカメラを自分で作っても像がうつるのか、

条件を変えたときの違いを知りたいと思ったことがきっかけで、

今回の研究に取り組むことにした。



外づつにあけた穴を利用したカメラ。

光の直進の性質を利用して、スクリーンに像をうつす。

像は、上下左右が反転して見える。

針穴写真機ともいう、もっとも単純な方式のカメラ。

ピンホールカメラとは？



ピンホールカメラの仕組み



カメラの歴史

紀元前  小さな穴からもれた光が壁に景色を写すことが知られる。（ピンホールカメラの元祖）

1826年 ニエプス兄弟が世界で初めて写真の撮影に成功した。

1848年 日本に写真技術が伝わる。

1851年 「湿板」が発明される。ガラス板の上に感光材料を塗ることで鮮明な写真を実現する。

1857年 現存する最古の日本人が撮影した写真、島津 斉彬の肖像画が撮影される。

1871年 湿板を改良した「乾板」が発明される。

1889年 巻いて収納できる「ロールフィルム」が登場する。

1903年 日本最初のアマチュア向けカメラ「チェリー手提暗函」が発売される。

1936年 写真用カラーフィルム発売開始。

1941年 日本初のカラーフィルムが発売される。

しつばん

かんばん

しまづ    なりあきら

てさげあんばこ

↑島津斉彬の肖像画



ピンホールカメラの作り方

① 牛乳パック、黒画用紙、
 トレーシングペーパーを用意する。

③ 黒画用紙とトレーシングペーパー
 を9cmの正方形に切り、はしから
 １cmの位置に印をつける。

② 牛乳パックの上下を切り取る。

④ ③で作った黒画用紙を牛乳パック  
にかぶせ、セロハンテープでとめる。

 黒画用紙の中心に画鋲で穴をあける ←これで外づつは完成



⑦ ⑥の内づつに⑤の外づつをかぶせたら、完成。⑥ 黒画用紙をたて6.6cm、よこ6.6cm、高さ20cm
 のつつの形に組み立て、
 ③のトレーシングペーパーをセロハンテープで
 とめる。

ピンホールカメラの作り方



拡大

これをうつした

ピンホールカメラで景色をうつしてみよう

ピンホールカメラで、小学校をうつしてみた。

ちゃんと、上下左右が反転した小学校がスクリーンにうつった。

しかし、少しわかりにくかったので、今回の実験では、

色がはっきりしている、小さなぬいぐるみをうつすことにした。



ピンホールカメラの使い方

見る場所を決め、ピンホールカメラをのぞきながら、外づつを前後に
動かし、ピントを合わせる。
スクリーンを穴に近づけると像は小さく、くっきり見えるようになる。



ピンホールカメラで、ぬいぐるみをうつしてみた。
しかし、コントラストがはっきりしなくて、
見にくかった。

こ
れ
を
う
つ
し
た

↓

こうやってとった

ぬいぐるみをうつしてみよう



こ
れ
を
う
つ
し
た

↓

こうやってとった

カメラ本体を黒いガムテープでまき、撮影するときに暗幕をかぶって、
できるだけ光をさえぎって、ぬいぐるみをうつしてみた。
すると、前ページと比べて、コントラストがはっきりし、とても見やす
くなった。

↑黒いガムテープでまいた
ピンホールカメラ。

暗幕は昔の写真撮影を参考にした。

遮光する



実 験

穴の大きさ、形、数を変えてうつった像の違いを調べる。

①穴（直径1mm） ：1個

②穴（直径1mm） ：2個

③穴（直径1mm） ：3個

④穴（直径1mm） ：8個

⑤大きな穴（直径3mm）：1個

⑥直線（長さ50mm）：1本

〈条件〉

晴れた日の朝10時（日が当たり明るい時間）
に屋外で実施。

穴とスクリーンとの間の長さ：8cm
ピンホールカメラから対象物までの距離：90cm



予 想

〇穴を大きくするほど、ぼやけて見えるのではないか。

〇穴の数の分だけ像がうつり、穴の数が多くなるほど、

像はぼやけて見にくくなるのではないか。

〇直線にすると、上下だけ、または左右だけが反転するのでは

ないか。



結 果

穴の数と同じ数の像が、重なり合ってうつった。

②穴：2個 ③穴：3個①穴：1個 ④穴：８個



結 果

⑤大きな穴（直径3mm）：1個 ⑥直 線（長さ50mm）

像が長く伸びて見えた。
明るく見えた。

「①穴：１個」と比べて、ぼやけて見えた。
像が明るくなり、少し大きく見えた。



結 果

2個の像が小さく鮮明にうつり、
それぞれの像が離れていった。

スクリーンに穴
を近づけた場合

②穴：2個



ま と め

穴の形 ①穴1個 ②穴2個 ③穴3個 ④穴8個 ⑤大きな穴1個 ⑥直線

予 想
上下左右反転して、
ぼんやりうつるの
ではないか。

・穴の数の分だけ像がうつるのではない
か。
・穴の数が多くなるほど、像がぼやけて
見にくくなるのではないか。

①と比べてぼやけて、
見にくくなるのでは
ないか。

上下だけ、ま
たは、左右だ
けが反転する
のではないか。

結 果

・予想通り、
上下左右反転した。
・スクリーンを穴
に近づけると、像
は小さく、鮮明に
見えるようになる。

・予想通り、穴の数と同じ数の像がう
つった。
・穴の数が多くなってぼやけることは
なったが、像が重なり合った。
・スクリーンを穴に近づけると、それぞ
れの像が離れていった。

・予想通り、①と比
べて、ぼやけて見え
た。
・像が明るくなり、
少し大きく見えた。

・予想と違っ
て、像が長く
伸びて見えた。
・像が明るく
なった。



考 察

〇予想していた通り、上下左右が反転してうつった。

〇大きい穴や直線では、光がたくさん入って、明るくうつったのだろう。

〇ピンホールカメラの穴を線にしたとき、像が長く伸びて見えたのは

たくさんの像が重なって、そう見えたのだろう。

〇スクリーンを穴に近づけると、(図1)のように像が小さくなり、

スクリーンを穴から遠ざけると、(図2)のように像が大きくなるのだろう。

(図1) スクリーンを穴に近づけたとき (図2)スクリーンを穴から遠ざけたとき

像が小さくなる 像が大きくなる



感 想

〇カメラのまわりを暗幕などでおおうと見やすくなったのは、

余計な光が入らなくなったからだろう。

〇暗幕をかぶったとき、色も形もはっきり見えて、おどろいた。

そして、暑かった。

〇次の研究ではレンズを通すと、像がどのように見えるのか、

また像を写真に残す方法にも取り組んでみたい。
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